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１　賃貸借名
津市固定資産地図情報システム機器等（以下「本システム機器等」という。）の賃貸借

２　要旨
本仕様書は、本システム機器等の賃貸借に係る事項を定めるものとする。

３　業務目的
本システム機器等について、利用者が安定的かつ快適に利用できる環境を維持するとともに、システム環境の変化による不具合を未然に防ぎ、本システム機器等の継続的な提供と品質の維持を図ることを目的とする。

４　準拠法令
本システム機器等の賃貸借にあたっては、津市固定資産地図情報システム構築業務委託仕様書及び以下に掲げる法令に準拠して実施するものとする。
1 津市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例

５　設置場所
政策財務部資産税課、資産税課分室及び発注者の指定する場所

６　賃貸借期間
本システム機器等の賃貸借期間は、固定資産地図情報システム（以下「固定資産ＧＩＳ」という。）令和９年１０月１日から令和１４年９月３０日までとし地方自治法第２３４条の３及び津市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例第２条第１項に基づく長期継続契約とする。

７　賃貸借物件
別紙「賃貸借物件一覧」のとおりする。
　　※契約締結時に添付

８　履行条件
1 サーバー及び周辺機器類等
ア　サーバー機器等の要件
本システム機器等で使用するサーバーは、システム構築業務仕様書に掲げるシステム・データベース等を格納し、支障なく運用できるものとする。具体的な要件については、別紙サーバー参考仕様の要件を参考とする。
なお、最終決定にあたっては、発注者の承認を得るものとする。
イ　サーバー設置・撤去
サーバーの設置にあたっては、発注者が提供するデータセンター（津市内）の、発注者が指定するラックへ取り付け、サーバーＯＳ及び管理用ソフトの動作確認を行うものとする。データセンターに設置する機器の電源容量は、合計で100V20VA、2系統を超えないこと。データセンターに設置する機器は、ケーブルの収容及びエアフローの確保等で必要な空間をすべて含め、20U以内に収めること。
また、現在発注者の運用している津市総合住民系システム、総合住民系ネットワークについても支障を来さぬよう、関係部署間で細心の注意を払い連携、協議し、固定資産ＧＩＳが常時安定して稼働するよう各種設定を行うものとする。
なお、サーバー設置及び撤去にかかる諸経費については、本契約に含むものとし、動産保険においても、受注者側において加入するものとする。
ウ　事前確認
サーバーの設置日時・方法及びサーバーに格納するデータの内容等、サーバー設置に係る詳細については、事前確認を必ず行うものとする。
2 保守
システム保守
受注者は、本システム機器等の正常な動作を確保するために必要な以下の保守を実施すること。
なお、故障及び経年劣化や自然消耗に伴う部品の交換および調整については、ハードウェアメーカーが定める保守の範囲内において実施するものとする。
・ソフトウェアの仕様に関する問い合わせ対応
・ソフトウェアの障害に起因する動作不良への処置及び改善作業
・ソフトウェアの障害に対する修復作業及び原因の究明
・ソフトウェアに関する情報等の提供
また、固定資産ＧＩＳに関連するソフトウェアの同一バージョン内での改良版または拡張版については保守の対象とし、バージョン変更を伴う場合はその提供される内容について発注者及び受注者で別途協議のうえで決定するものとする。
3 固定資産ＧＩＳデータセットアップ
データ更新
データセットアップは、津市固定資産土地評価業務委託及び津市土地異動修正等業務委託の成果を含む資産税課業務において更新された固定資産ＧＩＳデータを各年度数回（年度あたり５～６回の頻度を目途とする）行うものとする。なお、各年度で搭載するデータ及び搭載時期については、必要に応じて発注者と受注者で協議のうえで決定するものとする。
その際必要なデータのやり取りは総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）を利用して行うものとする。
また、住宅地図データの登録・更新を行うものとする。データの更新時期及び回数については、発注者と受注者協議のうえで決定するものとする。

９　運用保守体制及び留意点
1 固定資産ＧＩＳ利用中の運用・保守において発生する障害や問題に対して、責任を持って解決できる体制であるものとし、固定資産ＧＩＳのメンテナンスが必要な場合は事前に発注者に対しサーバー管理場所への立ち入り申請を行い、許可を得るものとする。
また、固定資産ＧＩＳ導入時及び毎年年度当初に、システムの運用操作説明および質疑対応などのシステム研修を行うものとする。なお、システム研修の日程、メニュー等は発注者、受注者の協議によるものとする。
2 保守業務の受付時間は、賃貸借期間のうち、原則国民の祝日（昭和２３年法律第１７８号）及び１２月２９日から翌年１月３日を除く月曜日から金曜日、午前８時３０分～午後５時１５分とする。
なお、発注者において発生した障害が重大であると判断した場合のため、緊急時の連絡先を確保すること。

10　他業務との連携等
1 津市固定資産土地評価業務委託及び津市土地異動修正等業務委託との連携
受注者は、発注者が業務委託する「津市固定資産土地評価業務委託」を請け負う受託業者及び「津市土地異動修正等業務委託」を請け負う受託業者と連携して、固定資産ＧＩＳのデータベース構築及び更新にあたって、評価内容を適切に反映できるようシステム及びデータベースを改修・対応させるとともに、次期データへの反映は遅滞なく行うものとする。
また、固定資産ＧＩＳに搭載されたデータベースの一部を、発注者の認める範囲において、上記委託業者へ提供するものとする。
2 他部署、県及び他市町との連携
津市役所内の他部署、三重県及び県内他市町と、固定資産ＧＩＳまたは固定資産ＧＩＳに搭載しているデータの提出及びデータ形式の構築等に協力するものとする。
11　その他
1 機密保持
ア　本契約の履行において知り得た秘密を他に漏らしてはならない。この項については、契約期間の終了または解除後も同様とする。また、成果物（本システム機器等提供の過程で得られた記録等を含む。）を発注者の許可なく第三者に閲覧、複写、貸与または譲渡してはならない。
イ　本契約の履行のために発注者が提供した資料、データ等は本契約以外の目的で使用しないこと。
また、これらの資料、データ等は作業完了後速やかに発注者に返却すること。
2 著作権に関する留意事項
第三者が権利を有している著作物を使用する場合は、事前に権利者から二次利用を含めた使用の許諾を得た上で、必要となる一切の手続き及び使用料の負担等は受注者が行うこと。
3 費用の負担等
ア　固定資産ＧＩＳの不具合により新たに生じる費用等については受注者の負担とするものとする。
イ　本システム機器等の賃貸借期間終了時の次期システムへの移行に係る必要なデー
タ抽出及びデータの受け渡しに係る費用は本契約に含むものとする。
なお、データ抽出の想定は、データ構造、サンプルデータ抽出を各１回、全デー
タ抽出を２回とする。
4 賃貸借期間満了後の措置
賃貸借期間満了後は、賃貸借物件の撤去・回収、廃棄・リサイクル処理等を行うこと。また、賃貸借物件回収後、ストレージについては、データ等の漏洩を確実に防ぐため、発注者が指定する場所において、発注者立会いのもと、物理的破壊により処理することとし、当該処理の完了証明書を発注者に提出するものとする。
5 疑義等の決定
本契約に定めのない事項及びこの契約に関し、疑義が生じた事項については、必要
に応じ発注者、受注者協議の上、決定するものとする。

以上


別紙　サーバー参考仕様
固定資産ＧＩＳ用サーバー：１台（６０ヶ月）
	項    目
	参　考　仕　様

	形式
	ラック型（サーバー専用ラックは発注者が所有するものを利用）

	ＯＳ
	Microsoft Windows(R) Server 2019 Standard Edition（30CAL以上）

	ＣＰＵ
	インテル製Xeon Silverプロセッサー　2.0GHz以上

	メモリ
	16GB以上（128GBまでの増設が可能であること）

	ＨＤＤ
	RAID5構成 1.8TB以上（600GB×4、ホットスペア×1）

	ネットワーク
	発注者の既存のネットワーク（広域ネットワーク）を使用

	その他機器
	バックアップ装置
その他、冗長電源等サーバー運用に係る必要な機器

	その他ソフト
	ウィルス対策ソフト
電源制御用制御ソフト
バックアップ用ソフト


※上記サーバー参考仕様は現在運用中のＧＩＳが稼働するスペックを記載しているため、本システム機器等で使用するサーバーは、提案者が提案するシステムが適切に稼働する（プレゼンテーション時に行ったシステムデモと同等の速度で稼働すること）スペックを納品するものとする。
※導入するＯＳ及びソフトウェアについては、最新のものとすること。
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